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そのため、ネットワーク機器間の接続は表1.2.3の組み合わせで行われます。

表1.2.3　MDI/MDI-Xとケーブルの接続組み合わせ

ポート ケーブル ポート
MDI ストレートケーブル MDI-X

MDI クロスケーブル MDI

MDI-X クロスケーブル MDI-X

異なるポート属性間の接続はストレートケーブルで接続し、ポート属性が同じ場
合にはクロスケーブルで接続を行います。
接続する機器間のケーブル選択を誤るとネットワーク機器のリンクランプが点灯
しませんので、その際にはケーブル種別が正しいかを確認しましょう。
また、現在では接続するネットワーク端末によって、MDIとMDI-Xの属性を自動
的に切り替える、AutoMDI/MDI-Xの機能を持つ端末が普及しています。

6.	光ファイバケーブル

光ファイバケーブルではビット信号を光の点滅信号に変換し、ネットワーク端末
間の通信を行っています。
光ファイバケーブルはコアとクラッドと呼ばれる部品で構成され、その直径比に
よってシングルモードファイバとマルチモードファイバに分類されます。
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図1.2.5　光ファイバケーブルのシングルモードとマルチモード

シングルモードファイバ
シングルモードファイバはコアが9.2㎛、クラッドが125㎛とコアの直径が細く、
光の信号は単一の位相で転送されるため到達時間にばらつきが発生しづらくなり、
100㎞までの長距離伝送に対応することができますが、ケーブル単価は高く、配線
時の曲げに弱いです。




